
 
 

 
 

 
2004 年 11 月 24 日 （水） №1422 今期第 17 号 

 

 本日の例会  

ロータリー財団月間にちなんで 
井上ロータリー財団委員長 

 次の例会   12 月 1 日（水） 
 年次総会      中村会長エレクト 

『国際ロータリーが引き寄せた奇跡』の報告

と御礼集について   湯浅富夫会員 
 先週の例会記録   11 月 17 日（水） 
◇ 卓話 クラブ創立 30 周年記念式典に 
  ついて   稲田 30 周年記念委員長 
◇ ビジター 和歌山東 1 名 
◇ メイキャップ 和歌山南へ 4 名  
◇ 出席報告  
（会員数 30 名、出席免除会員 4 名） 

  本日出席(11/17) 19 名 63.33% 
  先々週出席(10/27) 24 名 92.31% 
◇ Ｓ．Ａ．Ａ． 

井上潤二君 法務大臣表彰と感謝状を頂

いた喜び。保田益三君 ご会葬御礼。坂上

悟君 1 万人清掃は自治会行事のため欠席

のお詫び。西岡 勉君 夜間例会に出席さ

せて頂いた御礼。主井知子君 心嬉しいこ

と。中井秀行君 田中敬彦君 広報懇話会

参加費の余剰金。中井秀行君 
各務修市君 竿本秀雄君 田中敬彦君

保田益三君 坂上 悟君 澤本正己君

写真の御礼。 

 

 会長報告  

中井秀行 
本日の例会は 11 月３日（祝）、11 月 10 日が夜

間例会で、本会場では 3 週間ぶりです。保田会

員ご紹介の北林幸修様と乾会員ご紹介の三枝

隆年様お二人の見学例会でもあります。お二人

のゲスト様を今後会員ご両名には当クラブに

御入会して下さいますよう、宜しくお願い致し

ます。卓話は『クラブ創立 30 周年記念につい

て』30 周年委員長稲田委員長に報告して頂き

ました。まず和歌山西 RC の沿革、次に過去の

記念行事、最後に 30 周年記念式典プログラム

（案）について、お忙しいところ過去の資料な

どをお調べ頂くと共に式典プログラムを企画

して頂き本当に有難う御座いました。記念事業

は現在選考中とのことです。30 周年行事の業

務分担（案）についても細部まで作成して頂き

ました。 
第 25 回一橋大学移動講座『新たな時代、なに

をなすべきか』講師竹中平蔵氏より日本経済が

大国になった他の国より優れた点は①人間人

材教育―人間の力を重視ドラッカーはすべて

の資源は枯渇する。しかし人間の能力は枯渇し

ない②日本がその時々に社会の仕組みを変え

てきたこと。例えば終身雇用、年功序列の定着

は戦後 1970 年―20 年から 25 年の間。バブル

崩壊後変えるべき時は変えることにここ 10 年

間臆病になっている。 
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例会日 毎水曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場 和歌山市西汀丁 36 

    和歌山商工会議所 4F TEL073-422-1111 

事務局 〒640-8231 和歌山市北汀丁 7三井生命ビル 5F 

          TEL・FAX 073-432-1654 

会長 中井秀行   幹事 田中敬彦 

クラブ会報（広報）委員長  田中 敬彦 

クラブ会報（広報）ＩＴ担当 鈴木 康規   

 

 四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるかどうか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 
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